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第 2 節では， 2 一位にハロゲン原子を有するアミノジホスホン酸をアルカリ処理すると，ジェミナ
ルホスホノ基の l つが 1 ， 2 ーシフトすることを見い出し，また 2 一位に 2 つの塩素原子を有する場
合には， 1 , 2 ーシフトにヲ|き続き ， ß-脱離反応が起こることを明らかにしている。
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誘導体以上の特性を示すことが期待される 1 ーアミノアルカン-1. 1 ージホスホン酸誘導体の合成
反応を検討し，効率のよい合成法を確立している。さらにこれら合成した誘導体の構造と基礎物性の
関係を明らかにして，キレート化試剤として，また新しい優れた特性をもっ除草剤を開発している。
すなわちアミノジホスホン酸誘導体の合成反応を確立し，さらに系統的に基礎物性より応用開発を
行ったもので，学術的にも工業的にも寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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